
1．はじめに 
基盤岩の斜面からもたらされた岩塊は，河川の運搬作
用や海岸での波の作用によって，角礫から亜角礫，亜円
礫，円礫へと円磨されていく．しかし，円磨された面と
円磨されていないきめの粗い面の両方を持つ礫が古く
から報告されている．それらはbroken rounds1, 2, 3），
bro-ken pebbles4, 5, 6, 7），half rounds8），broken boulders9），
割れ円礫 10）などと呼ばれ，その名称のように，礫が円
磨された後，何らかの要因によって破断されたことがわ
かる．本報告では，それを破断円礫と呼ぶ（図1）．
破断円礫は現生の堆積物 6, 9, 10, 11, 12, 13, 14, 15, 16, 17, 18, 19, 20）だ
けでなく，過去の堆積物 1, 2, 3, 7, 8, 21）からも見出されてい
る．また，破断円礫は薄片下での砂粒子からも認められ
ている 2）．破断円礫の成因として，洪水時の河川の高密
度流中での礫どうしの衝突 1, 9, 14），暴浪時の潮汐チャネ
ル中での礫どうしの衝突 3），滝からの落下による衝撃 15），
断層運動による礫の破砕とその後の河川による運搬・再

堆積 8）が挙げられている．また，特定の岩石の礫は，堆
積後の風化によって破断しやすいとされている 15, 22, 23）．
しかし，少数の研究 1, 3, 10）を除いて，破断円礫について
は礫の形態や堆積作用の中でごく簡単に触れられている
だけである．本報告では，香川県西部の鮮新̶更新統三

み

豊
とよ
層群から見出された破断円礫を記載し，そのテクト

ニックな意義について論じる．

2．調査地域の地形・地質
四国北東部の阿

あ
讃
さん
山地は，南北 10～ 15 km，東

西約 100 kmの地塁状の山地であり，香川県と徳島
県の県境をなす．山地の南縁は中央構造線，北縁は
阿讃山地北縁断層群で画される．三豊市財

さ
田
いた
町付近

香川県西部，鮮新̶更新統三豊層群財田層には，もとの円磨された面ときめの粗い破断面を持ち，2つの
面を画する陵がシャープな礫が多量に含まれ，本報告ではそれを破断円礫と呼ぶ．そのような破断円礫は財
田層中の礫全体の31 %を占め，現河床堆積物中の割合と比べてきわめて高い．財田層中の破断円礫は，断層
運動による円礫の破断とその後の流水による運搬・再堆積によるものと考えられる．陵がシャープな破断円
礫が地層中に多数認められた場合には，その近傍に断層が存在し，地層の堆積と同時に活動していた可能性
が高い．
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図1．破砕円礫の形態
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万年前，焼尾層の年代は 100万年前ごろと推定され
ている 24）．

3．三豊層群中の破断円礫の記載
三豊市財田町本

もとしの
篠の地点1（世界測地系で北緯

34.104113度，東経133.785949度）は，分離丘陵の北
縁から約120 m北西にある．ここでは，三豊層群財田層
から多数の破断円礫が見出された．今までに三豊層群か
ら破断円礫が見出されたのは，地点1のみである．
地点1の財田層は，層厚4 m以上である．中礫サイズ
の亜円礫，円礫からなり，全体にチャンネル構造が発達
する（図3）．また，層厚15 cmの砂層を挟む．露頭の上
部で径1 cm以上の礫を無作為に100個選択したところ，
破断円礫は全ての礫種で認められ，全体の31 %を占め
ていた．
図4に，典型的な破断円礫の写真を示す．比較のため

では，阿讃山地は標高 750～ 790 mの中蓮寺峰，若
狭峰を最高とし，山地北縁には長野断層，江畑断層
が東北東̶西南西方向に伸びる（図 2）．
阿讃山地の北麓には，標高 100～300 mの丘陵が

ひろがっている．戸川の南西には，地溝状の凹地を
はさんで比高約 100 mの分離丘陵がある．財田川は
丘陵の中を西流し，三豊平野に出て，瀬戸内海に注ぐ．
阿讃山地は，白亜系和

い ず み

泉層群の砂岩泥岩互層から
構成される．三豊市財田町付近では，山地北麓の丘
陵は，財田川の北方では白亜系の領

りょう

家
け

花こう岩類か
ら構成され，財田川の南方では鮮新̶更新統三豊層
群から構成される（図 2）．ただし，戸川の南西にあ
る分離丘陵は和泉層群から構成される．
三豊層群は領家花こう岩類と和泉層群を不整合に
覆い，三豊市財田町付近では財田層と焼

やけ
尾
お
層に細分

される 24）．財田層は本流性の礫層からなり，和泉層
群の堆積岩の礫のほかに，領家花こう岩の礫を 20
～30 %，結晶片岩の礫を 10～20 %含む．結晶片
岩の礫は，かつて四国山地脊梁部の三

さんばがわ
波川帯から阿

讃山地を横断し，北流していた河川によってもたら
されたものである 24, 25, 26, 27）．焼尾層は財田層を不
整合に覆い，和泉層群の堆積岩の礫のみからなる支
流性の礫層である．財田層の年代は鮮新世から 120
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本報告では，それを本
もとしの
篠断層と呼ぶ．

以上をまとめると，地点1では陵がシャープな破断円
礫の割合が現河床よりも著しく高く，地点1の近傍には
本篠断層が存在する．これらから，地点1において多数
見出された陵がシャープな破断円礫は，本篠断層の運動
によって三豊層群財田層中の円礫が破砕され，その後流
水によって100 m程度運搬され，再堆積したものと考え
られる．
地点1近傍の分離丘陵が周辺の三豊層群からなる丘陵

よりも突出しているのは，本篠断層の南側隆起の運動に
よって，和泉層群が三豊層群よりも高くなったからであ
る．本篠断層は財田層を変形させて，破断円礫を生成し
たが，断層に沿って明瞭な変位地形が認められないこと
から，本篠断層は活断層でないと考えられる．ただし，
戸川の南西の地溝状凹地に焼尾層が分布し，本篠断層が
地溝状凹地の形成に関与したと考えられることから，断
層は財田層の堆積時から焼尾層の堆積時の100万年前ご
ろまでは活動していた可能性が高い．

6．おわりに
香川県西部，鮮新̶更新統三豊層群財田層中から多数
の破断円礫が見出された．破断円礫は，もとの円磨され
た面ときめの粗い破断面を持ち，2つの面を画する陵は
シャープである．そのような破断円礫の割合は，財田層
の礫全体の31 %に達し，現河床堆積物の礫に占める割
合と比べてきわめて高い．破断円礫の成因は，本篠断層
による財田層中の円礫の破断とその後の流水による運
搬・再堆積と考えられる．
陵がシャープな破断円礫は，もとの円礫が破断した後
に，流水によってほとんど運搬されていないことを示す．
そのような破断円礫が地層中に多数認められた場合には，
その近傍に断層が存在する可能性が高い．また，断層は
地層の堆積時に活動していたことになる．変位地形を残
さない古い断層を発見するように，地質調査の際には破
断円礫にもっと注目すべきである．今後，破断円礫につ
いての記載の蓄積が望まれる． 
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長野断層と江

え

畑
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断層を結ぶ位置にあり，直線的なトレー
スと三角末端面を持つ．2つの断層の連続性と分離丘陵
北縁の形状から，分離丘陵の北縁には断層が推定される．
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Broken rounds from the Plio-Pleistocene Mitoyo Group, in western 
Kagawa Prefecture, southwest Japan, and their tectonic implication
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Sharply broken rounds are clasts that have original rounded and secondary fractured faces with 
sharp edges.  Such clasts were found at one locality in the Saita Formation of Plio-Pleistocene Mi-
toyo Group in western Kagawa Prefecture, southwest Japan.  Thirty one percent of clasts were 
sharply broken rounds in the Saita Formation, while a few percent in the modern riverbed sedi-
ments.  Fault shattering followed by a small amount of fl uvial transportation would have caused 
sharply broken rounds.  A large proportion of sharply broken rounds in sediments is indicative of 
fault nearby and its syndepositional movement.
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